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　平成19年度から導入される国の品目横断的経営安定
対策に対応するため、4月25日、寺田典城知事が仙南地
区の百目木会館と千畑地区のニューファーム千畑を訪
れ、認定農業者の育成や集落営農の必要性などについ
て、農家の皆さんと活発な意見交換を行いました。
　このあぜ道ミーティングを通して寺田知事は「制度に
乗った方々を支援するということにならざるを得ない。
一定以上の規模を持った、強い体質の農業経営について
考えて欲しい」と理解を求めました。

け　さ

　お坊さんが袈裟を着たままギターやピアノを弾く。そんなユニーク
なコンサートが4月22日、名水市場「湧太郎」国の誉ホールで開かれま
した。 しんらん おんき

　このお坊さんコンサートは、親鸞聖人750回ご遠忌として、六郷の
真宗大谷派浄光寺・善応寺・真乗寺が共催で開いたもの。奏者は岐阜
県廣專寺の住職、近藤龍麿さんと愛知県浄妙寺の副住職、天白真央さ
んで、お寺の仕事のかたわら、全国的に音楽活動を展開している。
　当日は主催者の予想を上回る入場者があり、彼らの歌声に聞き入る
とともに、歌の合間に繰り広げられる息のあったトークは会場を沸か
せました。

まちの話題
2人の歌声に聞き入りました
坊さんコンサートお

寺田知事が農家の皆さんと対話
事のあぜ道ミーティング知

8年連続で東北大会へ出場を決める
郷中学校吹奏楽部六

　第33回秋田マーチングフェスティバル秋田大会が
5月5日、秋田市の県立体育館で開かれ、六郷中学校
吹奏楽部（小西行篤部長）が優秀賞を受賞しました。
　同校は6年連続で全国大会へ出場した実績を持つ実
力校。当日は紹介とともに観客席から大きな声援が
沸き上がり、同校への期待の大きさが感じられまし
た。
　新メンバーでの演奏演技はまだ日が浅いとはい
え、テーマ曲のもつ躍動的で幻想的な雰囲気をみご
とに表現し、ことしの11月に宮城県で開かれる東北
大会への出場を決めました。

春風とともに駆け抜ける
内7小学校の運動会町

　町内にある7つの小学校の運動会が4月29日、各校のグラウンドでそれぞれ
開かれ、青空のもと短距離走や親子競技などを楽しみました。

▲千畑南小学校 ▲六郷東根小学校 ▲金沢小学校



広報美郷 
平成18年6月号 

13

　いつもお世話になっている地域のために役立つことを
しようと、金沢東根の沢野建設の従業員が5月9日、カー
ブミラー清掃などの奉仕活動を行いました。
　この活動はことしで4年目。この日は従業員19人が5班
に分かれ、約2時間にわたって千畑地区のカーブミラー94
基をピカピカに磨き上げるとともに、沿道に捨てられた
空き缶やゴミ拾いを行いました。

カーブミラー清掃などの奉仕活動を行いました
野建設の奉仕活動沢

児童福祉週間（５月５日～11日）
日南児童相談所長一

　地域における児童問題や児童相談援助活動への関心を高めて
もらうことを目的に、児童福祉週間の最終日となった5月11
日、本町の主任児童委員や要保護児童対策地域協議会委員を務
める佐藤陽子さん（金沢西根）が、横手市にある南児童相談所の
一日所長に委嘱されました。
　南児童相談所は、児童の福祉に関することについての相談や
調査、児童の一時保護などを行う県の機関。
　委嘱状を交付された佐藤さんは、職員から児童相談所の仕事
について説明を受けるとともに所内を見学。また、実際の処遇
会議に出席し、相談事案3件ついて意見交換を行いました。
　一日所長を務め終えた佐藤さんは「児童相談所の仕事がよく
分かった。この経験を今後の地域での活動に役立てたい」と感
想を述べました。

色鮮やかな衣装に身を包んだお稚児さん
郷仏教会の花まつり六

しゃか

　お釈迦様の誕生を祝う花まつり（六郷仏教会主催）が5月14日、
六郷地区で行われ、色鮮やかな衣装に身を包んだお稚児さん約50
人が、廣照寺（荒町）から本覚寺（東高方町）まで、約１㎞の道のり
を練り歩きました。
　毎年この時期に行われるこの行事。商店街や寺町通りを練り歩
くお稚児さんのかわいらしい姿に、道行く人々も足を止め、ほほ
えましく見守っていました。 かんぶつ

　また、本覚寺では、お釈迦様の立像に甘茶をそそぎかける潅仏え

会を行い、お釈迦様の誕生を祝いました。

介護福祉士を目指す決意を表明
郷高校福祉科第三期生宣誓式六

　六郷高校（利部共平校長、生徒数441人）で5月24日、福祉科
第三期生の宣誓式が行われ、介護実習服に身を包んだ2年生25
人（うち本町出身者9人）が介護福祉士を目指す決意を表明しま
した。
　同校を今春卒業した第一期生の介護福祉士国家試験合格率は
70％に達し、高卒者の平均合格率55.1％を大きく上回った。
この第一期生の好成績に、同校には多くの激励の声が寄せられ
ている。
　福祉の仕事への希望を胸にした第三期生は、福祉系スペシャ
リストを目指し、専門的な学習や福祉施設での実習を通して、
福祉に関する高度な知識と技術を学ぶことになります。

▲職員から説明を受ける佐藤さん（写真左）


